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１．ネットワークの形成により、高速道路の機能向上を図る施策

・乗り継ぎによるミッシングリンクへの対応。

◆高速道路ミッシングリンクの解消

●阪神高速の乗継制度

５号湾岸線
住吉浜出口
六甲アイランド北出口

３号神戸線
京橋（西行）入口
摩耶（西行）入口

３号神戸線
京橋（東行）出口
摩耶（東行）出口

５号湾岸線
住吉浜入口
六甲アイランド北入口

４号湾岸線 大浜（北行）出口 １５号堺線 堺入口

１５号堺線 堺出口 ４号湾岸線 大浜（南行）入口

Ｃ ３号神戸線 中之島西出口 １号環状線 堂島入口

Ｄ １６号大阪港線 波除出口 １号環状線 堂島入口

３号神戸線 中之島西出口 １６号大阪港線 波除入口

１６号大阪港線 波除出口 ３号湾岸線 中之島西入口

７号北神戸線 箕谷出口 ３号神戸線 生田川（大阪方面）入口

３号神戸線 生田川（西行）出口 ７号北神戸線 箕谷入口

３１号神戸山手線 神戸長田出口 ３号神戸線 柳原（東行）入口

３号神戸線 柳原（西行）出口 ３１号神戸山手線 神戸長田入口

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ａ

乗継始点 乗継終点

Ｂ

ミッシングリンクとなっている区間に乗継ルートを設定し、乗継を実施。

参考－①



１．ネットワークの形成により、高速道路の機能向上を図る施策

・スマートＩＣ等の整備により、効率的にＩＣ間隔を縮小。

◆長いインターチェンジ間隔の改善

● ＳＡ・ＰＡに接続するスマート
ＩＣの社会実験（平成１６年度）

　平成１６年度に、建設・管理費
が削減可能なＥＴＣ専用の仮出入
り口を作る社会実験を全国２７箇

所のＳＡ・ＰＡで実施。（H16.9.2現在）

平成１６年度社会実験の実施箇所

参考－②
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那須IC～白河IC那須高原SA（栃木県）
寒河江IC～西川IC寒河江SA（山形県）山形自動車道
岩間IC～水戸IC友部SA（茨城県）常磐自動車道
所沢IC～川越IC三芳PA（埼玉県）

関越自動車道

宇都宮IC～矢板IC上河内SA（栃木県）

２７箇所計
福岡IC～太宰府IC須恵PA（福岡県）九州自動車道
美馬IC～井川池田IC吉野川SA（徳島県）徳島自動車道
旭IC～浜田IC金城PA（島根県）浜田自動車道

戸河内IC～広島北IC加計BS（広島県）
北房IC～新見IC大佐SA（岡山県）

中国自動車道

岡崎IC～豊田IC上郷SA（愛知県）
磐田IC～浜松IC遠州豊田PA（静岡県）
富士IC～清水IC富士川SA（静岡県）

東名高速道路

一宮木曽川IC～岐阜各務原IC川島PA（岐阜県）
五箇山IC～福光IC城端SA（富山県）

東海北陸自動車道

美川IC～金沢西IC徳光PA（石川県）
黒部IC～朝日IC入善PA（富山県）
巻潟東IC～新潟西IC黒埼PA（新潟県）

北陸自動車道

麻績IC～更埴IC姥捨SA（長野県）長野自動車道
中郷IC～上越高田IC新井PA（新潟県）

須坂長野東IC～信州中野IC小布施PA（長野県）
碓氷軽井沢IC～信州中野IC佐久平PA（長野県）

上信越自動車道

甲府昭和IC～韮崎IC双葉SA（山梨県）中央自動車道
六日町IC～小出IC大和PA（新潟県）
前橋IC～渋川伊香保IC駒寄PA（群馬県）

古川IC～築館IC長者原SA（宮城県）
二本松IC～福島西IC福島松川PA（福島県）

東北自動車道

備考SA・PA名称路線名



１．ネットワークの形成により、高速道路の機能向上を図る施策

・交通拠点や物流ターミナルにダイレクトに連絡可能な高規格ネットワークの
整備

◆交通拠点・物流ターミナルとの連携

●高速道路ＩＣから交通拠点（空港・港湾）までの連絡状況

○高速道路が直接連絡している港湾
　（名古屋港）

○高速道路が直接連絡していない港湾
　（仙台港）

0 1km

伊勢湾岸自動車道飛島ICから名古屋港
コンテナ埠頭まではほぼ直結している。

仙台東部道路仙台港北ICから仙台港ま
では一般道路を走行する。

0 1km

参考－③

飛島IC出口

飛島IC出口



２．新たな技術により、高速道路の機能向上を図る施策

・ＥＴＣ通信技術を活用した多様なＩＴＳサービスを一つの車載器で提供。

◆ＩＴＳの活用による利用促進

●ＩＴＳによる情報提供の社会実験

ｽﾏｰﾄ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ実験の概要

日時：Ｈ15年１月29日～２月２日　(５
日間)

場所：常磐自動車道｢守谷ＳＡ｣

体制：国交省(国総研)、ＪＨ、民間企業
(スマートウェイパートナー会議)が
参加・協力

概要：４台の体験用車両により一般の道
路利用者(約300名)にETC通信技術を
用いたＩＰ接続サービスを実際に体
験いただくとともにアンケートによ
り利用者のニーズを調査

　【アンケート結果】

　　　道路利用者は、映像等のわかりや
すい情報提供を期待。　

外部インターネット網

5.8GHz 
Active DSRC

車載器

情報表示・操作画面（SA・PAの施設情報等）

路側装置

参考－④

車中での情報入手や個々のリクエストに応じ
た情報の入手等のサービス提供について約８
割が魅力的と回答。



３．通行料金の弾力化により、高速道路の有効利用を図る施策

・料金収入の平均約１割程度（約1,800億円）の割引を実施。

◆高速自動車国道の料金の平均１割程度割引

現在の割引

新割引制度イメージ

現在の割引額
（約2,800億円）

料金収入の１割程度（約1,800億円）

マイレージ割引

大口・多頻度割引
今回の割引額
（約4,600億円）

マイレージ型

時間帯型

現在の割引制度 別納割引
（約2,200億円)

前払割引等
（約600億円）

通勤割引
早朝夜間
割引

深夜割引

参考－⑤－１



３．通行料金の弾力化により、高速道路の有効利用を図る施策

　マイレージ割引

（平成17年４月１日実施予定）

時間帯割引

重複適用により実質割引率がＵＰ

大口・多頻度割引

○大口利用者に対し利用実績に応じて割引

○車１台月あたり利用額に応じた割引を原
　則とし、条件を満たした契約者には月間総
　利用額に応じた割引を付加

マイレージ割引

○一般利用者に対し利用実績に応じて割引

○２年間の利用額に応じたポイント還元方式

○従来のＥＴＣ前納割引率（１３．８％）を確保

通勤割引（地方圏）

（平成17年1月11日実施予定）

○交通容量に余裕のある高速
自動車国道を有効活用（大都
市除く）

○全日の朝夕の通勤時間帯　
（６～９時、１７～２０時）を５割
引（大都市除く）

※利用距離が１００㎞以内の場
合に限る

早朝夜間割引（大都市圏）

（平成17年1月11日実施予定）

○大都市における高速自動
車国道の昼夜バランスを
適正化

○大都市の早朝深夜時間　
帯（２２～６時）を５割引

※利用距離が１００㎞以内

の場合に限る

深夜割引（全国）

（平成16年11月1日実施予定）

○全国の高速自動車国道　
　の夜間利用を促進

○夜間時間帯（０～４時）を　
　３割引

参考－⑤－２

◆高速自動車国道の料金の平均１割程度割引



利用額計 還元額 還元率 月当たり車両１台当たりの利用額につき 割引率
５千円（月３百円程度） ２百円 ４．０％ ５千円を超え１万円までの部分 １０％
１万円（月５百円程度） ５百円 ５．０％ １万円を超え３万円までの部分 １５％
５万円（月３千円程度） ８千円 １６．０％ ３万円を超える部分 ２０％

＋
車両１台あたり平均利用額が３万円以上の契約
者に限り、月当たりの利用総額が５百万円を超
える場合

割引率
１０％

前納せずともあまねく利用者に還元

マイレージ割引 大口・多頻度割引

※利用金額別割引率
　１万円利用… 5.0％→ＥＴＣ前納割引（4.8％）と同等
　５万円利用…15.0％→ＥＴＣ前納割引（13.8％）より若干有利

※現行のＥＴＣ前納割引と同等
　５千円ハイカ　３．８％
　１万円前納、１万円ハイカ　４．８％
　５万円前納　　１３．８％
※　現行のＥＴＣ前納割引等と同等

　　５千円ハイカ　　　　　　

　　１万円前納　１万円ハイカ

　　３万円ハイカ　　　　

　　５万円前納　　　

３．通行料金の弾力化により、高速道路の有効利用を図る施策

◆高速自動車国道の料金の平均１割程度割引

●マイレージ割引と大口・多頻度割引の比較

マイレージ割引 大口・多頻度割引

使用ＥＴＣカード
（発行条件）

クレジットカード
（カードごとにカード会社の与信が必要）

公団等発行のハウスカード
（支払保証金又は金融機関連帯保証書で可）

料金支払方法 後納（クレジットカード決済、自動引落） 後納（翌月請求、銀行振込）

利用額合算方法等
最大２年
（１年間を単位として翌年末まで有効）

１ヶ月毎に集計し割引して精算

【割引制度の比較】

【割引率】

参考－⑤－３

（ 月３千円程度）
（月１千５百円程度）
（月５百円程度）
（月３百円程度）

８．３％２千５百円３万円
１６．０％８千円５万円

５．０％５百円１万円
４．０％２百円５千円

還元率還元額利用額計

２０％３万円を超える部分
１５％１万円を超え３万円までの部分
１０％５千円を超え１万円までの部分

割引率月当たり車両１台当たりの利用額につき

割引率

１０％

車両１台あたり平均利用額が３万円以上の契約者に
限り、月当たりの利用総額が５百万円を超える場合

　３．８％

　４．８％

　７．７％

１３．８％



・ＥＴＣの普及促進策として、ＥＴＣ車載器購入支援および高速道路料金還元
を展開。

●平成１６年度車載器購入費用の軽減策

３．通行料金の弾力化により、高速道路の有効利用を図る施策

１５万台 阪神高速による購入支援。2.2万台は６月に実施済み。残り12.8万台を９月から
実施。
実施期間：H16年9月17日～H17年2月28日まで
対　　象：阪神高速エリアを中心とした近畿２府４県（大阪府、兵庫県、京都
　　　　　府、滋賀県、奈良県、和歌山県）のモニター取扱店でＥＴＣ車載器
　　　　　を購入しセットアップされる方

１０万台 スマートＩＣの導入に伴い秋以降順次支援開始（各社会実験協議会などによる
支援）

３０万台 ＪＨによる購入支援。（１１月から実施）

１００万台 新たに車載器を購入し、ＪＨの別納割引に代わるＥＴＣによる新たな大口利用
者向け割引へ申し込んだ方に対し、料金還元を実施。（１０月受付開始）
・現行別納制度の契約をされている方５０万台、それ以外の新規申込５０万台
　を対象。

１００万台 ＪＨにより、新たに車載器を購入し、一般利用者向けの利用頻度に応じた割引
（マイレージ割引制度）に申し込まれた方に対し料金還元を実施。（１７年３
月末受付開始）

５０万台 首都高速により、新たに車載器を購入した方に対し、料金還元を実施。（１０
月受付開始）
受付期間：郵送　H16年10月1日～H17年1月31日（当日消印有効）
　　　　　インターネット　H16年10月20日～H17年2月28日
利用期間（割引の対象となる期間）:H16年11月1日～H17年10月31日
対　　象：H16年9月22日～H17年1月31日までに、東京都、神奈川県、埼玉県又
　　　　　は千葉県に存する各運輸支局に登録している車両に新規セットアッ
　　　　　プされた方

２５万台 阪神高速による料金還元を実施。（１７年３月末受付開始）

合計 ３３０万台

１６年度

支援策

車載器購入支援
（ＥＴＣを購入し
た方に5,000円を補
助）

料金還元
（ＥＴＣで高速道
路を利用した方
に、利用料金から
5,000円分を還元）

参考－⑥



４．新たな使い方の展開により、高速道路の有効利用を図る施策

・わが国では、諸外国に比べて休憩施設の間隔が長く、かつ一律に設置。

◆サービスエリア（ＳＡ）・パーキングエリア（ＰＡ）の拡充

●ＳＡ・ＰＡ設置間隔

◎ドイツ　：　９ｋｍ〈無料〉

◎フランス：１３ｋｍ〈有料〉

◎イタリア：１３ｋｍ〈有料〉

◎日本　　：平均２０ｋｍ〈有料〉
　※東北自動車道（仙台～盛岡）：１５km
　　東名、名神高速道路(東京～彦根)：１６km
　※日本の値は、供用中の高速自動車国道全路線の平

　　均ＳＡを含めたＰＡの間隔

参考－⑦－１



４．新たな使い方の展開により、高速道路の有効利用を図る施策

・走行機能に加えた付加価値を持つ、ハイウェイオアシスやスーパーＳＡの整
備により、高速道路の利用価値が向上。（ロードサイドビジネス展開の場を
提供）

◆サービスエリア（ＳＡ）・パーキングエリア（ＰＡ）の拡充

●富士川ハイウェイオアシス

事業名
ウォーターワールド整備事業
（SA・PAを活用した地域拠点
整備事業）

整備主体 富士川町

供用開始 平成12年3月27日

整備区域面積
約1.4ha
（静岡県、JH分を含む全体整
備区域約8.0ha）

総事業費 32億7,404万円

SA出入口

道の駅
出入口

富士川
楽座

・道の駅と東名上り線SAが接合した、オー
　プン型サービスエリアである。
・道の駅「富士川楽座」は、富士川をテ－
　マにした各種のアミューズメントや、富
　士を眺望できるレストランや地域特産品
　などのお土産売場を備えている。

参考－⑦－２



４．新たな使い方の展開により、高速道路の有効利用を図る施策

・高齢者・女性が頻度高く休憩できるように、高速バス停やＩＣランプのデッ
ドスペースに簡易ＰＡ等の休憩できる施設を整備。

◆サービスエリア（ＳＡ）・パーキングエリア（ＰＡ）の拡充

IC空地に簡易PA
を設置

●ＩＣの空地を活用して簡易ＰＡを
　整備

●高速バス停に簡易ＰＡを整備

空きスペースに簡易
パーキングを整備

参考－⑧



４．新たな使い方の展開により、高速道路の有効利用を図る施策

・高速道路の整備に伴い、高速バスの輸送人員が増加。

◆鉄道・高速バスの利便性向上

●高速道路の整備延長の増加と高速バス輸送人員の増加

　全バス輸送人員が減少している中で、高速バス輸送人員は増加し続けている。
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参考－⑨－１



４．新たな使い方の展開により、高速道路の有効利用を図る施策

・高速道路には９ｋｍあたりに１箇所の高速バスの停留所が配置。
・バスの停留所へ行くのが不便、バスがいつ来るのか分からない、バスの待　
ちの間の快適性が低い等の課題が多い。

◆高速バスの利便性向上

●高速バス停留所の設置状況
　（東名高速道路）

●高速バス停留所から中心地までの
　アクセス状況

0 1km

東名伊勢原BS

伊勢原市役所から
伊勢原バス停留所
まで約１.５ｋｍ

小田急伊勢原駅

伊勢原市の
中心市街地

伊勢原市役所

参考－⑨－２



４．新たな使い方の展開により、高速道路の有効利用を図る施策

・高速バスへのバスロケーションシステム導入によりサービスが向上。

◆鉄道・高速バスの利便性向上

インターネットを介して
到着時刻情報を提供

（パソコン、携帯電話を用いて
情報の閲覧が可能）

●バス・ロケーションシステムの概要

○バスの位置や到着時刻が分かる。
・到着時刻に合わせてバス停へ出発で
　きる。
・到着時刻に合わせてバス停に迎えに

　行かれる。
・バス停で安心してバス待ちができる。

○バスサービスが向上する。

・事故等の緊急時には迂回路を走行し
　て遅れが最小になる。
・最新の所要時間が提供される。

○所要時間情報が活用できる。
・渋滞情報、所要時間情報が一般車両
　にも提供される。

参考－⑨－３



４．新たな使い方の展開により、高速道路の有効利用を図る施策

・高速バス停留所にパーク・アンド・バスライド用駐車場や簡易なパーキング
エリアを整備。

◆鉄道・高速バスの利便性向上

○バス停留所へ自家用車で行って駐車
　して、バスに乗り継ぐ。（パーク・
　アンド・バスライド）
○バス停留所へ自家用車で送り迎えす

　る。（キス・アンド・バスライド）
○バス停の駐車場で高齢者や女性が頻
　度高く休憩できる。

●現状の東名高速道路・大井川バス停留所

バス停留所

東名高速道路本線

測道

●現状のバス停留所にP&BR用駐車場や
　簡易PAエリアを整備

トイレ等が配置された
簡易PAの整備

自家用車が駐車可能な
P&BR用駐車場の整備

バス停留所
整備後

参考－⑩



４．新たな使い方の展開により、高速道路の有効利用を図る施策

・ＩＣ、ＳＡ・ＰＡに積み替えトラックターミナルを整備し、大型車物流ネッ
トワークを構築。

◆物流の効率化

●ＩＣ、ＳＡ・ＰＡの空き地をトラックターミナルに活用

○ＩＣを活用したトラックターミナル
　のイメージ

○ＳＡ・ＰＡを活用したトラック
　ターミナルのイメージ

ICに直結された施設
まで小型車で輸送

ｾﾐﾄﾚｰﾗｰに積み替
えて目的地付近
のICまで輸送

ICにある施設で小
型車に積み替えて
配送

SA・PAに設置され
たﾄﾗｯｸﾀｰﾐﾅﾙで大
型車から小型車に
積み替えて配送

専用の路線大型ト
ラックで高速道路
を輸送

ICに直結し
たﾄﾗｯｸﾀｰﾐﾅﾙ

参考－⑪



Copyright：SOGARIS社

４．新たな使い方の展開により、高速道路の有効利用を図る施策

・フランスでは、高速道路に近接した大規模なトラックターミナルを整備。

◆物流の効率化

鉄道 高速道路

●ソガリス社
　ランジス物流ターミナル

積み替え貨物車用鉄道ホーム 高速道路ＩＣ

高速道路や鉄道に直結した大規模
物流ターミナルを整備。

ソガリス社
ランジス物流ﾀｰﾐﾅﾙ

参考－⑫



４．新たな使い方の展開により、高速道路の有効利用を図る施策

・アメリカでは、高速道路の外の施設（ガススタンド、食堂、休憩施設等）が
簡単に利用できるように案内標識を設置。

◆高速道路ＩＣでの途中下車

●高速道路の外の施設を利用できるよう案内標識を設置
　（アメリカ・シカゴ→サンフランシスコ）

IC出口周辺の施設について
案内標識で表示

出口へ向かう車線

ガソリン　食堂
ホテル
次の出口

病院参考－⑬



５．既存の使い方の見直しにより、高速道路の有効利用を図る施策

・高速道路利用推進協議会を各地で構成し、地域に応じた高速道路の使い方を
工夫。

◆高速道路利用者の使い方の向上

●庄内地区高速道路利用推進協議の
　主導により東北横断自動車道エリ
　アの料金割引回数券を実施

庄内地区高速道路利用推進協議会
　酒田市、鶴岡市等の沿線地町村及び
商工会等で構成された協議会。
　高速道路の整備促進を図るために利
用拡大を推進するとともに、高速道路

活用による地域振興を図り、もって地
域の発展に資することが目的。

日本道路公団

協議会

道路ユーザー

地方自治体
予算措置

販売収入

販売収入

回数券販売（３０％割引）

回数券販売（15％または20％割引）

割引回数券の仕組み

道路名 山形自動車道
東北中央自動車道
山形自動車道

米沢南陽道路

対象区間 湯殿山～酒田みなと
山形上山～東根

山形ＪＣＴ～山形蔵王
米沢北～南陽高畠

実施の目的 当該道路の利用促進
並行する国道１３号の渋滞
緩和・沿道環境の改善、高
速道路の利用促進

当該道路の利用促進

対象車種 全車種 軽自動車等及び普通車 全車種

実施期間※１
（料金認可期
間）

平成9年10月30日～
平成17年3月31日迄

平成15年3月28日～
平成17年3月31日迄

平成9年11月21日～
（一般有料なので期限なし）

割引率
30%

（正規20％＋協議会10％）

※１：高速自動車国道については、特別に回数券割引の料金認可を受けて実施

30%
（正規割引率15％＋協議会上乗せ分15％）

参考－⑭



５．既存の使い方の見直しにより、高速道路の有効利用を図る施策

・利用者に使い勝手を経験してもらうための取り組みにより、高速道路の利用
を促進。

◆高速道路利用者の使い方の向上

●社会実験実施後の状況（新潟県・日本海東北自動車道等）

平成１５年度料金社会実験（新潟市・日東道等）の実験においては、割引期
間終了後も、割引を経験した利用者が高速道路を引き続き利用。

社会実験の概要
・期間：平成15年10月1日～31日 　　　　
　（※ETC車：平成16年2月29日まで継続）
・時間帯：終日
・区間：中条IC～新潟西IC　　
・対象車輌：普通車、軽自動車等
　（※ETCは全車種）
・割引率：約５０％
・目的：朝夕の通勤時間帯の信濃川、阿賀
　　　　野川等を渡河する橋梁部の慢性的
　　　　な渋滞緩和
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実験前

H15.9平均

実験中

H15.10平均

実験後

H15.11.1
～27平均

参考

H14.11平均
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1.7倍
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参考－⑮



５．既存の使い方の見直しにより、高速道路の有効利用を図る施策

・高速道路利用者が容易に目的先にたどり着けるよう、高速道路の案内標識を
わかりやすく改善。

◆高速道路利用者の使い方の向上

●「わかりやすい道路案内標識に関する検討会」の検討事例

○高速道路のナンバリングとその表示
　・規則的で分かりやすいナンバリングを行う。
　・地図やカーナビにも反映。

○分岐点における方角表示の検討
　・IC進入口やJCT等の分岐点に、目標地点と共
　　に、東西南北の方角を表示。
○有料道路・無料道路の識別性の確保

　・有料・無料の識別性を確保して表示。（現在
　　は有料・無料ともに緑地・白文字で表示） 【有料道路・無料道路の識別性】

【分岐点における方角表示】

行き先の方位を表示

有料道路を緑地、無料道路
を青地で表示

【高速道路のナンバリング】

９号から枝分かれする路線の番号を９０号
のように、ナンバリングを工夫して表示

参考－⑯


